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ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
現
金
給
付

制
度
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
主

と
し
て
低
所
得
層
を
対
象
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
最
大
規
模
の
制
度
は
、
二

〇
〇
九
年
に
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ペ
ロ

ン
党
政
権
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
普
遍

的
子
ど
も
手
当
」
で
あ
ろ
う
。
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
で
は
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
後

述
す
る
年
金
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
と
い
う
措

置
に
よ
り
、
年
金
保
険
料
未
払
い
の
者

も
最
低
年
金
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
非
拠
出
制
老
齢
年
金
と
合
わ
せ
て

年
金
未
受
給
者
は
大
幅
に
低
下
し
た
。

そ
こ
で
問
題
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
、

子
ど
も
の
貧
困
で
あ
る
。
し
か
も
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク

タ
ー
の
被
雇
用
労
働
者
の
子
ど
も
に
対

し
て
は
社
会
保
険
方
式
の
家
族
手
当
の

な
か
に
子
ど
も
手
当
が
存
在
す
る
一
方

で
、
多
く
が
貧
困
か
低
所
得
層
の
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
労
働
者
の
子
ど
も
に
対
し

て
は
手
当
が
存
在
し
な
い
と
い
う
格
差

が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
を
補
う
も
の

と
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
「
普
遍
的
子

ど
も
手
当
」
で
あ
っ
た
。「
普
遍
的
子

ど
も
手
当
」
と
は
「
普
遍
的
」
と
名
前

を
冠
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
対
象
は

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
の
子
ど
も

で
あ
り
、
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
の
社

会
保
険
方
式
の
子
ど
も
手
当
と
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も

が
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
普
遍
的
」
と

い
う
名
前
を
冠
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に

お
け
る
主
要
な
現
金
給
付
制
度
を
概
観

し
、
そ
の
な
か
で
「
普
遍
的
子
ど
も
手

当
」の
特
徴
を
位
置
づ
け
る
。
続
い
て
、

「
普
遍
的
子
ど
も
手
当
」
が
ど
の
よ
う

な
過
程
を
経
て
制
定
さ
れ
た
の
か
に
つ

い
て
考
察
を
し
た
い
。

●
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
現
金

給
付
制
度
の
概
略

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
現
金
が
給

付
さ
れ
る
社
会
保
障
制
度
と
し
て
は
、

加
入
者
が
拠
出
金
を
支
払
う
社
会
保
険

と
、
主
と
し
て
税
を
財
源
と
す
る
社
会

扶
助
が
あ
る
。
社
会
保
険
に
お
け
る
現

金
の
給
付
は
、
年
金
（
老
齢
・
障
害
）、

失
業
保
険
、
家
族
手
当
、
労
働
災
害
が

あ
る
。
家
族
手
当
に
は
、
結
婚
、
妊
娠
、

出
産
休
暇
手
当
、
子
ど
も
手
当
、
障
害

児
手
当
、
出
産
・
養
子
手
当
、
小
学

校･

中
等
教
育
就
学
手
当
が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
子
ど
も
手
当
は
、
一

八
歳
以
下
の
子
ど
も
が
支
給
対
象
で
あ

り
、
子
ど
も
が
障
害
者
の
場
合
年
齢
制

限
は
な
い
。
地
域
と
所
得
別
に
支
給
額

が
異
な
り
、
所
得
が
低
い
ほ
ど
支
給
額

は
高
く
、
所
得
が
高
い
ほ
ど
支
給
額
は

低
く
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

社
会
扶
助
制
度
で
は
、
社
会
開
発
省

管
轄
の
非
拠
出
制
年
金
が
あ
る
。
非

拠
出
制
手
当
は
、
老
齢
年
金
、
障
害

者
手
当
、
お
よ
び
多た

子し

手
当
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
多
子
手
当
の
運
用
は
、
社

会
開
発
省
の
外
局
で
あ
る
国
家
年
金

委
員
会
（Com

isión N
acional de 

Pensiones

）
が
行
っ
て
い
る
。
多
子

手
当
は
七
人
以
上
子
ど
も
の
い
る
母
親

に
対
す
る
手
当
で
あ
り
、
受
給
条
件
は

資
産･

所
得
が
な
く
扶
助
す
る
親
族
が

い
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
に
対
す
る
公
的
年
金
制
度
に

関
し
て
は
、
二
〇
〇
三
年
に
成
立
し
た

キ
ル
チ
ネ
ル
政
権
期
に
な
り
、
一
九
五

五
年
か
ら
一
九
九
三
年
の
間
の
保
険
料

未
払
い
に
関
し
て
、
最
初
の
一
カ
月
分

の
保
険
料
を
支
払
え
ば
最
低
年
金
を
受

給
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
未
払
い
の
保

険
料
は
割
り
引
か
れ
た
う
え
で
受
給
す

る
年
金
か
ら
支
払
う
仕
組
み
が
で
き
上

が
っ
た
。
こ
れ
を
年
金
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

制
度
と
い
う
。
七
〇
歳
以
上
の
貧
困
高

齢
者
に
対
し
て
は
、
上
述
し
た
よ
う
な

非
拠
出
制
年
金
は
あ
る
が
、
多
く
の
保

険
料
未
払
い
高
齢
者
は
こ
の
年
金
モ
ラ

ト
リ
ア
ム
を
利
用
し
て
年
金
を
受
給
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

他
方
、
貧
困
な
子
ど
も
に
対
す
る
保

護
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
六
年

に
お
け
る
主
要
都
市
平
均
の
貧
困
率
が

二
六
・
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
〇

歳
か
ら
一
三
歳
ま
で
の
子
ど
も
は
四

宇
佐
見 

耕
一
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〇
・
五
％
と
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
高
齢
者
は
、
過
去
の
年
金
保
険
料

未
払
い
に
よ
る
未
年
金
受
給
者
救
済
制

度
と
し
て
導
入
さ
れ
た
年
金
モ
ラ
ト
リ

ア
ム
制
度
の
制
定
に
よ
り
、
年
金
受
給

者
が
拡
大
し
、
六
五
歳
以
上
の
世
代
の

貧
困
率
が
最
も
低
く
な
っ
て
い
た
。
そ

の
た
め
相
対
的
に
保
護
さ
れ
て
い
る
高

齢
者
に
対
し
て
、
保
護
さ
れ
て
い
な
い

貧
困
世
帯
の
子
ど
も
の
問
題
が
政
策
上

の
論
点
と
な
っ
て
い
た
。
貧
困
な
子
ど

も
の
扶
養
者
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク

タ
ー
で
の
就
労
が
多
く
、
社
会
保
険
方

式
の
家
族
手
当
は
受
給
が
不
可
能
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
貧
困
者

を
対
象
と
し
た
非
拠
出
制
手
当
も
、
子

ど
も
七
人
以
上
が
対
象
で
あ
り
、
大
部

分
の
貧
困
層
は
対
象
外
で
あ
っ
た
。

● 「
普
遍
的
子
ど
も
手
当
」
の
制
定

と
そ
の
性
格

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
九
日
に
ク

リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
大
統
領
は
、
非
拠
出

制
の｢

普
遍
的
子
ど
も
手
当｣

を
制

定
す
る
政
令
公
布
を
大
統
領
府
に
お

い
て
発
表
し
た
。
同
政
令
は
、
既
存
の

フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
を
対
象
と
し
た

家
族
手
当
法
の
な
か
に
失
業
者
や
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
の
家
族
を
対
象

と
し
た
非
拠
出
制
の｢

普
遍
的
子
ど
も

手
当｣
を
挿
入
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
他
の
非
拠
出
制
手
当

が
社
会
扶
助
を
所
管
す
る
社
会
開
発
省

の
管
轄
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
普
遍

的
子
ど
も
手
当
」
は
、
社
会
保
険
を

所
管
す
る
労
働
・
社
会
保
障
省
監
督

下
の
国
家
社
会
保
障
局
（
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｅ

Ｓ: A
dm

inistración N
acional de 

Seguridad Social

）
の
管
轄
で
あ
る
。

｢

普
遍
的
子
ど
も
手
当｣

は
、
失
業

者
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
で
就

労
す
る
家
庭
の
一
八
歳
以
下
の
未
就
労

の
子
ど
も
五
人
ま
で
受
給
で
き
る
。
た

だ
し
、
子
ど
も
が
障
害
者
の
場
合
、
年

齢
制
限
は
な
い
。同
手
当
の
支
給
額
は
、

発
足
時
の
二
〇
〇
九
年
時
点
で
月
額
一

八
〇
ペ
ソ
で
あ
り
（
二
〇
一
四
年
で
は

六
六
四
ペ
ソ
）、
そ
の
八
〇
％
を
毎
月

支
給
さ
れ
、
残
り
の
二
〇
％
は
、
四
歳

ま
で
の
子
ど
も
は
健
康
診
断･

予
防
接

種
、
五
歳
以
上
の
子
ど
も
は
就
学
の
義

務
が
果
た
さ
れ
た
場
合
に
一
括
で
支
給

さ
れ
る
と
い
う
条
件
が
付
い
て
い
る
。

こ
の
「
普
遍
的
子
ど
も
手
当
」
は
、

支
給
対
象
が
失
業
者
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
セ
ク
タ
ー
の
就
労
者
の
子
ど
も
と
あ

り
、
低
所
得
層
や
貧
困
層
を
対
象
と
し

て
い
る
が
厳
格
な
資
産
調
査
は
課
し
て

い
な
い
。
二
〇
一
三
年
九
月
の
聞
き
取
り

調
査
に
よ
る
と
、
学
費
の
高
い
私
立
学

校
へ
通
学
し
て
い
る
子
ど
も
に
は
支
払

わ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

⑴
。

す
な
わ
ち
、「
普
遍
的
子
ど
も
手
当
」

の
性
格
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
広
範

囲
に
み
ら
れ
る
子
ど
も
の
健
康
管
理
や

就
学
に
つ
い
て
親
が
責
任
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
を
条
件
に
給
付
さ
れ
る
、
条

件
付
現
金
給
付
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

国
家
社
会
保
障
局
の
統
計
に
よ
る

と
、
二
〇
一
三
年
四
月
時
点
で
一
八
歳

以
下
の
子
ど
も
の
人
口
は
約
一
一
七
五

万
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
普
遍
的

子
ど
も
手
当
」
の
受
給
者
は
そ
の
約
二

七
・
九
％
に
相
当
す
る
約
三
二
八
万
人

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
国
家
社
会
保

障
局
の
社
会
保
険
の
子
ど
も
手
当
の
受

給
者
は
子
ど
も
の
総
人
口
に
対
し
て
約

二
七
・
五
％
の
約
三
二
四
万
人
（
た
だ

し
、
国
家
・
地
方
公
務
員
の
手
当
は
含

ま
ず
）、
両
者
い
ず
れ
も
受
給
し
て
い

な
い
子
供
は
残
り
の
約
三
八
・
六
％
に

相
当
す
る
約
四
五
四
万
人
で
あ
る
。「
普

遍
的
子
ど
も
手
当
」制
度
創
設
に
よ
り
、

子
ど
も
手
当
受
給
者
は
約
三
〇
％
増
加

し
た
こ
と
に
な
り

⑵
、
大
幅
に
そ
の
カ

バ
レ
ー
ジ
が
拡
大
し
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
九
年
第
３
四
半
期
に

お
い
て
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
労
働
者
の

貧
困
率
が
一・七
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
労
働
者
の

貧
困
率
は
一
四
・
五
％
、
失
業
者
の
そ

れ
は
二
四
・
四
％
に
達
し
て
い
る
。
全

人
口
の
貧
困
率
は
一
三
・
九
％
、
ま
た

最
貧
困
率
は
九
・
七
％
で
あ
る
。「
普
遍

的
子
ど
も
手
当
」
の
貧
困
緩
和
に
つ
い

て
の
直
接
的
効
果
と
し
て
、
手
当
支
給

に
よ
り
貧
困
率
を
四
・
二
％
、
最
貧
困

率
を
二
・
一
％
低
下
さ
せ
た
と
国
家
社

会
保
障
局
の
報
告
書
は
述
べ
て
い
る

⑶
。

●
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
論
か
ら

の
提
案

二
〇
〇
九
年
の
「
普
遍
的
子
ど
も
手

当
」
制
度
の
制
定
に
先
立
ち
、
一
九
九

七
年
に
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
論
の
立

場
か
ら
よ
り
普
遍
的
な
子
ど
も
手
当
に

関
す
る
法
案
の
提
案
が
野
党
の
下
院
議

員
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
た
。
ベ
ー
シ
ッ

2006 年後期の年代別貧困率％（主要 31 都市）

全体 0～ 13 14 ～ 22 23 ～ 64 65 以上

非貧困率 73.1 59.5 65.2 78.8 89

貧困率 26.9 40.5 34.8 21.2 11

非最貧困率 18.2 26.2 23.7 14.8 7.8

最貧困率 8.7 14.3 11.2 6.4 3.2

表 1　世代別貧困率

（出所）http://www.indec.mecon.ar/（経済省サイト、2013 年 10 月 29 日閲覧）。
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アルゼンチンにおける現金給付政策 ― ｢普遍的子ども手当｣ を中心に―

ク
イ
ン
カ
ム
と
は
、
市
民
で
あ
る
こ
と

を
唯
一
の
条
件
と
し
て
全
市
民
に
一
定

の
現
金
を
給
付
す
る
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア

で
あ
り
、
そ
の
起
源
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
普
及

と
研
究
を
促
進
す
る
た
め
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ･

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム･

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（Basic Incom

e European 
N
etw

ork

：
Ｂ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
）
が
形
成
さ

れ
て
い
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
社
会

政
策
に
関
心
を
持
つ
ル
ー
ベ
ン
・
ロ
・

ブ
オ
ロ
（Rúben Lo V

uolo

）
や
ア

ル
ベ
ル
ト
・
バ
ル
ベ
イ
ト
（A

lberto 
Barbeito

）
と
い
っ
た
学
者
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を
研

究
し
普
及
し
よ
う
と
し
て
い
る
学
者
と

出
会
い
、
一
九
九
五
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
学
者
と
共
著
で
『
排
除
に
抗
し
て
：

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
提
案
』
と
い

う
著
作
が
出
版
さ
れ
た
（Lo V

uolo 
et al. 1995

）。
こ
の
著
作
の
出
版
を
契

機
と
し
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て

も
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と
い
う
政
策

ア
イ
デ
ィ
ア
が
学
会
を
中
心
に
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
九
六
年
に
開
催
さ
れ
た
Ｂ
Ｉ
Ｅ

Ｎ
国
際
大
会
で
ロ
・
ブ
オ
ロ
と
ア
ル
ベ

ル
ト
・
バ
ル
ベ
イ
ト
両
名
は
、ベ
ー
シ
ッ

ク
イ
ン
カ
ム
論
を
基
に
し
た
子
ど
も
手

当
制
度
の
制
定
を
求
め
る
「
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
で
は
何
故
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ

ム
は
子
ど
も
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
、

そ
の
後
同
論
文
の
ス
ペ
イ
ン
語
版
が
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
彼
ら
の
研
究
所
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（Barbeito y Lo V
uolo 1996

）。
同

論
文
で
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と

い
う
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
が
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
で
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
を
認

め
、
ま
た
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
財

政
的
制
約
等
が
あ
り
、
子
ど
も
の
貧
困

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
普

遍
的
政
策
の
第
一
歩
と
し
て
子
ど
も
全

員
に
対
し
て
現
金
を
支
給
す
る
こ
と
を

主
張
し
た
。

こ
う
し
た
ロ･
ブ
オ
ロ
や
バ
ル
ベ
イ

ト
等
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
論
に
基

づ
い
た
子
ど
も
手
当
の
提
案
に
対
し

て
、
当
時
野
党
第
一
党
の
急
進
党
下

院
議
員
で
あ
っ
た
エ
リ
サ
・
カ
リ
オ

（Elisa Carrió

）
と
エ
リ
サ
・
カ
ル
カ

（Elisa Carca

）
が
関
心
を
示
し
た
。

両
議
員
は
、
ロ
・
ブ
オ
ロ
ら
の
助
言
を

受
け
一
九
九
七
年
に
「
子
ど
も
の
た
め

の
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
基
金
」
法
案

を
下
院
に
提
出
し
た
。
そ
の
主
な
内
容

は
、
一
八
歳
以
下
の
子
ど
も
と
四
カ
月

目
以
上
の
妊
婦
す
べ
て
に
現
金
を
給
付

す
る
目
的
の
た
め
、
財
政
か
ら
の
支
出

で
基
金
を
創
設
す
る
、
給
付
に
際
し
て

は
い
か
な
る
条
件
も
つ
け
な
い
、
そ
の

た
め
に
現
行
の
社
会
保
険
制
度
の
家
族

手
当
を
廃
止
し
所
得
税
の
課
税
ベ
ー
ス

を
広
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
同
法
案
は
、

審
議
に
回
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
そ
の
後
修
正
さ
れ
つ
つ
何
度
も
下

院
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年

に
提
案
さ
れ
た
法
案
の
内
容
は
、
子
ど

も
へ
の
教
育
と
健
康
へ
の
義
務
が
果
た

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に

人
的
資
本
に
対
す
る
投
資
と
い
う
ア
イ

デ
ィ
ア
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
論
者

に
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

●｢

普
遍
的
子
ど
も
手
当｣

の
制
定

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
、
子
ど
も
に

対
し
て
親
が
健
康
や
教
育
の
義
務
を
果

た
す
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
貧
困
家
庭

に
現
金
を
給
付
す
る
と
い
う
条
件
付
現

金
給
付
が
広
範
に
普
及
し
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、
貧
困
世
帯
の
子
ど
も
の
健
康

と
教
育
水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
長
期
的
な
貧
困
の
世
代
間
連
鎖
を

断
ち
切
る
と
い
う
「
人
的
資
本
に
対

す
る
投
資
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
が

存
在
し
て
い
る
（de la Brière and 

Raw
ling 2006, 6

）。
こ
う
し
た
ア
イ

デ
ィ
ア
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
学
会
や

行
政
府
に
も
広
く
普
及
し
て
お
り
、「
普

遍
的
子
ど
も
手
当
」
制
定
に
あ
た
り
行

政
府
の
官
僚
や
議
員
も
他
の
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
の
条
件
付
現
金
給
付
政
策
の
事

例
を
研
究
し
て
い
た
。

他
方
、
前
述
し
た
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン

カ
ム
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
学
会
か
ら
労

働
運
動
や
行
政
府
、
議
会
議
員
に
広

ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ

ン
カ
ム
の
ア
イ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
は
実

現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
子
ど
も
手
当

を
拡
充
し
よ
う
と
い
う
認
識
を
広
め
る

こ
と
に
肯
定
的
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
表
２
に
あ
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
八

年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
与
野
党

か
ら
多
数
の
子
ど
も
手
当
を
拡
充
す

る
法
案
が
提
起
さ
れ
た
。
議
会
内
に

は
、
何
ら
か
の
形
で
子
ど
も
手
当
を
拡

充
す
る
こ
と
に
関
し
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
議
会
関
係
者

や
行
政
府
関
係
者
か
ら
証
言
さ
れ
て
い

る
⑷

。
そ
こ
に
は
、
全
て
の
子
ど
も
が

手
当
を
受
給
す
る
と
い
う
普
遍
主
義
的

な
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と
い
う
ア
イ

デ
ィ
ア
と
、
条
件
付
現
金
給
付
の
基
と

な
る
人
的
資
本
へ
の
投
資
と
い
う
ア
イ

デ
ィ
ア
の
交
差
が
み
ら
れ
た
。

他
方
、「
普
遍
的
子
ど
も
手
当
」
が

制
定
さ
れ
た
時
の
政
治
的
状
況
を
み

る
と
、
キ
ル
チ
ネ
ル
お
よ
び
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
ナ
政
権
の
評
価
が
問
わ
れ
る
上

下
院
議
員
を
選
出
す
る
中
間
選
挙
が
二
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〇
〇
九
年
六
月
二
八
日
に
実
施
さ
れ

た
。
キ
ル
チ
ネ
ル
前
大
統
領
は
二
〇
〇

一
〜
〇
二
年
の
経
済
危
機
後
に
行
わ
れ

た
二
〇
〇
三
年
の
大
統
領
選
挙
で
、
一

九
九
〇
年
代
行
わ
れ
た
新
自
由
主
義
政

策
を
批
判
し
て
選
出
さ
れ
た
大
統
領
で

あ
っ
た
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
現
大
統
領

は
、キ
ル
チ
ネ
ル
大
統
領
夫
人
で
あ
り
、

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
上
院
議
員
な
ど
を

歴
任
し
て
二
〇
〇
七
年
の
大
統
領
選
挙

で
当
選
し
、
二
〇
一
一
年
の
選
挙
で
再

選
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
の
中
間

選
挙
で
は
四
年
任
期
の
下
院
の
半
数
と

六
年
任
期
の
上
院
の
三
分
の
一
を
選
出

す
る
。
下
院
で
最
大
の
議
席
が
改
選
さ

れ
る
の
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
最
大
の
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
州
で
あ
り
、
注
目
度
も

高
か
っ
た
。
キ
ル
チ
ネ
ル
派
は
、
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
州
で
の
勝
利
の
た
め
に

前
大
統
領
キ
ル
チ
ネ
ル
自
身
を
与
党

「
勝
利
の
た
め
の
戦
線
」
の
候
補
者
リ

ス
ト
の
第
一
位
と
し
て
選
挙
戦
を
戦
っ

た
が
獲
得
議
席
は
一
二
に
と
ど
ま
り
、

ペ
ロ
ン
党
非
主
流
派
議
員
と
中
道
右
派

同
盟
の
一
三
議
席
の
前
に
敗
れ
た

⑸
。

こ
の
選
挙
の
結
果
、｢

勝
利
の
た
め
の

戦
線｣

は
下
院
で
二
九
議
席
を
失
い
、

非
改
選
と
合
わ
せ
て
与
党
は
八
七
議
席

と
な
り
過
半
数
一
二
九
議
席
を
大
幅
に

割
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
中
間
選
挙
で
の
敗
北
は
、

政
権
を
再
浮
揚
さ
せ
る
政
策
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
た
。
ま
た
、

与
野
党
議
員
か
ら
の
子
ど
も
手
当
制
定

に
関
す
る
多
数
の
提
案
、
お
よ
び
子
ど

も
手
当
の
拡
大
に
関
す
る
政
府
や
議
会

に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
存
在
す
る

と
い
う
状
況
下
で
二
〇
〇
九
年
一
〇
月

二
九
日
に
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
大
統
領
は

非
拠
出
制
の｢

普
遍
的
子
ど
も
手
当｣

の
政
令
公
布
を
大
統
領
府
に
お
い
て
発

表
し
た
。

●
お
わ
り
に

「
普
遍
的
子
ど
も
手
当
」
に
代
表
さ

れ
る
社
会
政
策
の
拡
充
は
、
一
九
九
〇

年
代
に
新
自
由
主
義
政
策
を
推
進
し
た

メ
ネ
ム
元
大
統
領
を
激
し
く
批
判
し
て

二
〇
〇
三
年
に
大
統
領
に
就
任
し
た
キ

ル
チ
ネ
ル
、
お
よ
び
そ
の
後
継
の
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ナ
政
権
の
急
進
的
性
格
を
現

す
も
の
だ
と
み
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

「
普
遍
的
子
ど
も
手
当
」
制
定
時
に
は
、

与
野
党
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
手
当
を
拡

充
し
、
カ
バ
レ
ー
ジ
を
拡
大
す
る
こ
と

に
関
し
て
合
意
が
存
在
し
て
い
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
普
遍
主
義
を
主
張
す
る

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
ア
イ
デ
ィ
ア

と
条
件
付
現
金
給
付
の
基
礎
と
な
る
人

的
資
源
へ
の
投
資
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア

が
学
会
、
政
界
お
よ
び
行
政
府
に
広
く

普
及
し
、
知
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と

い
う
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
う
さ
み　

こ
う
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

《
注
》

⑴
二
〇
一
三
年
九
月
、
国
家
社
会
保
障
局

で
の
聞
き
取
り
。

⑵http://observatorio.anses.gob.ar/
publicacion

（
二
〇
一
四
年
七
月
二
九

日
閲
覧
）。

⑶O
bservatorio de la Seguridad 

Social, A
signación universal por 

hijo para protección social: una 
política de inclusión para los m

ás 
vulnerables,  Buenos A

ires: A
N
SES, 

2011, p.11.

⑷
例
え
ば
、
二
〇
一
三
年
九
月
一
七
日
社

会
保
険
局
関
係
者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
お
い
て
。

⑸http://w
w

w
.elecciones.gov.

ar/estadistica/archivos/2009/
T
otales_por_Provincia_28_de_

junio_de_2009.pdf

（
内
務
省
サ
イ
ト
、

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
日
閲
覧
）。
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提案者 提案者の政党 提案年月 全員か社会保険との
組み合わせ

就学 ･医療
の条件

エリサ・カリオ下院議議員等 野党左派 2008 年 5月 子ども全員 ○

エクトル・リカルデ下院議員 与党左派 2008 年 7月 社会保険と組み合わせ ○

社会党 野党左派 2008 年 4月 子ども全員 ○

クラウディオ・ロサーノ下院議員等 野党左派（労働組合系） 2009 年 8月 社会保険と組み合わせ ○

エルネスト・サンス上院議員 急進党野党中道左派 2009 年 5月 子ども全員 ○

フランシスコ・デ・ナルバーエス下院議員等 野党中道 2009 年 8月 社会保険と組み合わせ ○

表 2　子ども手当て法案


